
［成果情報名］ニホンナシ根圏制御栽培法の新しい仕立て方法「3 年成り仕立て」 

［要約］ニホンナシの根圏制御栽培において、定植 1 年目と 2 年目を樹形形成に充てる「3

年成り仕立て」を導入することで、主枝及び結果枝を容易に確保でき、定植 3 年

目で 10a 換算 2.2t の収量が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

ニホンナシの根圏制御栽培法(以下、根圏)は早期多収が可能な栽培法で、一文字主枝

をとり結果枝はＶ字に整枝する。基本の仕立ては、定植の際に苗を斜めに植付け、1 年

目は片側の結果枝及び逆側の主枝の育成、2 年目は片側の主枝で果実の着果・収穫を行

いつつ、並行して逆側主枝で結果枝を育成する方法である。この仕立ては枝の発生位置

や苗の状態によっては、主枝や結果枝の確保が難しい場合がある。そこで、根圏におけ

る仕立ての選択肢を増やすために、樹形はそのままに樹形形成の方法を変え、枝の確保

を容易にできる仕立て方の開発を目指す。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．冬に 1 年生苗を定植して地上高 80ｃｍ(盛土上面から 50cm)で切返す(図 1 上左)。5 月

上旬に発生位置の良い枝 3～4 本を選抜し、60°程度の角度に誘引する。翌冬に 2 本を

主枝として 30°程度の角度に誘引する(図 1 上中)。誘引した主枝は主幹から 80cm の位

置で切返す。定植 2 年目において、翌々年(定植 3 年目)の結果枝となる新梢の発

生が見られる(図 1 上右)。主枝片側当たり 14 本程度の結果枝が安定して得られ

る(表 1)。 

 

２．定植 3 年目に初結果する。1 樹あたり 30 果程度、10a 換算で約 2.2t と既存の仕

立てと同等の収量が得られる(表 2)。  

 

３．定植する苗が長さ 150cm 以下であるなど生育が悪い場合、既存の仕立て方だと 1 年目

の新梢数が少なく新梢長が短いことが多いが、本技術を活用することで生育の良い苗

と同等の生育が得られる(データ略)。また、定植する苗の芽が欠損している場合も本

技術の活用が有用である。  

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果の仕立ては収穫が定植 3 年目からであるのに対し、既存の仕立ては定植 2 年目

から収穫可能である。それを踏まえ本成果は、基本は既存の仕立てをベースとしたうえ

で、苗の条件や園主の経営方針等によって選択可能な仕立て方、という位置づけである。 

 

２．定植 1、2 年目の潅水・施肥量は果樹の根圏制御栽培法実践コンソーシアム共同機

関発行の根圏マニュアルの 70％量でよい。2 年目からの新梢管理は根圏マニュアル

と同様である。   

 

３．データはすべて「幸水」のものである。その他品種については未検討であり、品種に

よっては本成果の結果と異なる可能性がある。  




